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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
染色後のプラスチックレンズの染色面全域を所望する色で略均一な染色濃度とするために
電子計算機に入力された染色情報に基づいて、昇華性染料を溶解又は微粒子分散させた染
色用インクを基体に塗布し前記プラスチックレンズの直径よりも小さな直径の円形状にて
所定の色濃度からなる第１の印刷パターンを形成するとともに，該第１の印刷パターンの
外周から外側に向って前記プラスチックレンズの直径を超える所定の範囲に前記第１の印
刷パターンと同色で異なる色濃度からなる第２の印刷パターンを形成する工程であって，
前記プラスチックレンズの染色面が凹面の場合には前記第１印刷パターンによる中心部の
色濃度に対して前記第２印刷パターンによる周辺部の色濃度を薄くし，凸面の場合には前
記第１印刷パターンによる中心部の色濃度に対して前記第２印刷パターンによる周辺部の
色濃度を濃くなるように印刷パターンを形成する工程と、前記染色用インクが塗布された
前記基体の塗布面とを真空中にて非接触にて対向させるとともに前記基体を加熱すること
により昇華性色素を昇華させる工程と、前記昇華性色素がついた前記プラスチックレンズ
を加熱して染色面全域の色濃度を略均一として染色する工程と、を有することを特徴とす
るプラスチックレンズの染色方法。
【請求項２】
請求項１のプラスチックレンズの染色方法において、前記第２の印刷パターンは前記第１
の印刷パターンに対して同心円状に形成されることを特徴とするプラスチックレンズの染
色方法。
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【請求項３】
請求項１または請求項２に記載のプラスチックレンズの染色方法において、前記第２の印
刷パターンの形成領域は外周に向うにしたがって前記第１印刷パターンの色濃度との差が
大きくなるように前記染色用インクが塗布されていることを特徴とするプラスチックレン
ズの染色方法。
【請求項４】
請求項１乃至請求項３に何れか記載のプラスチックレンズの染色方法において、前記第１
印刷パターンと第２印刷パターンは，染色を行うプラスチックレンズの基材，レンズの屈
折力，レンズの曲率，並びにレンズの型番の少なくとも一つの情報を考慮して染色後のプ
ラスチックレンズの染色面全域の色濃度が略均一となるように形成されることを特徴とす
るプラスチックレンズの染色方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はプラスチックレンズを染色する方法、及び該方法に用いる染色用基体の作成装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、プラスチックレンズ等の透明樹脂を染色する方法として、レンズを染色液の中に
所定時間浸漬してレンズを染色する方法（浸染法）が知られている。この方法は従来から
用いられているものであるが、作業環境が良くないこと、高屈折率のレンズには染色を行
うことが困難であることが問題となっていた。そこで本出願人はインクジェットプリンタ
を用いて、昇華性染料を含有する染色用インクを紙等の基体上に塗布（出力）させ、これ
を真空中でレンズと非接触に置き、昇華性染料をレンズ側に飛ばして染色を行う方法（以
下　気相転写染色方法と記す）による染色方法を提案した。（例えば、特許文献１参照）
【特許文献１】特開２００１－５９９５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この気相転写染色法においては、プリンタにて染料を基体上に塗布しておき、この基体
の染料塗布面とレンズとを真空中にて非接触に対向させた状態で染料を昇華させ、レンズ
側に染料をつける。しかしながら、強度数のレンズでは曲率（レンズカーブ）を大きくす
るためにコバが厚くなりやすく、レンズ周辺部分がコバの厚みに応じて対向する基体側に
近くなっていく。このため、基体からレンズ中心部分までの距離と、基体からレンズ周辺
部分までの距離との差が大きくなり、レンズの染色面全体の色濃度を均一にすることが難
しいという問題がある。
　上記従来技術の問題点に鑑み、気相転写染色方法において、コバ厚やレンズカーブの影
響を抑制して均一な色濃度を得ることのできるプラスチックレンズの染色方法、及び該方
法に用いるプラスチックレンズ染色用基体作成装置を提供することを技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
　（１）　染色後のプラスチックレンズの染色面全域を所望する色で略均一な染色濃度と
するために電子計算機に入力された染色情報に基づいて、昇華性染料を溶解又は微粒子分
散させた染色用インクを基体に塗布し前記プラスチックレンズの直径よりも小さな直径の
円形状にて所定の色濃度からなる第１の印刷パターンを形成するとともに，該第１の印刷
パターンの外周から外側に向って前記プラスチックレンズの直径を超える所定の範囲に前
記第１の印刷パターンと同色で異なる色濃度からなる第２の印刷パターンを形成する工程
であって，前記プラスチックレンズの染色面が凹面の場合には前記第１印刷パターンによ
る中心部の色濃度に対して前記第２印刷パターンによる周辺部の色濃度を薄くし，凸面の
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場合には前記第１印刷パターンによる中心部の色濃度に対して前記第２印刷パターンによ
る周辺部の色濃度を濃くなるように印刷パターンを形成する工程と、前記染色用インクが
塗布された前記基体の塗布面とを真空中にて非接触にて対向させるとともに前記基体を加
熱することにより昇華性色素を昇華させる工程と、前記昇華性色素がついた前記プラスチ
ックレンズを加熱して染色面全域の色濃度を略均一として染色する工程と、を有すること
を特徴とする。
　（２）　（１）のプラスチックレンズの染色方法において、前記第２の印刷パターンは
前記第１の印刷パターンに対して同心円状に形成されることを特徴とする。
　（３）　（１）または（２）に記載のプラスチックレンズの染色方法において、前記第
２の印刷パターンの形成領域は外周に向うにしたがって前記第１印刷パターンの色濃度と
の差が大きくなるように前記染色用インクが塗布されていることを特徴とする。
　（４）　（１）乃至（３）に何れか記載のプラスチックレンズの染色方法において、前
記第１印刷パターンと第２印刷パターンは，染色を行うプラスチックレンズの基材，レン
ズの屈折力，レンズの曲率，並びにレンズの型番の少なくとも一つの情報を考慮して染色
後のプラスチックレンズの染色面全域の色濃度が略均一となるように形成されることを特
徴とする。

                                                                                
        
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によれば、気相転写染色方法において、コバ厚やレンズカーブの影響を抑制して
均一な色濃度を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参考にしつつ説明する。図１は使用する染色用基体
作成装置等を示した染色システム概略図、図２は染色用基体作成装置の制御系を示したブ
ロック図である。
　１００はプラスチックレンズ染色用基体作成装置であり、モニタ１０１、パーソナルコ
ンピュータ（以下、ＰＣと略す）１０２、インクジェットプリンタ１０３等から構成され
る。１０４はキーボード、マウス等のＰＣを操作するための操作部である。図２に示すよ
うにＰＣ１０２は、種々の演算処理を行うＣＰＵを有する制御部１０２ａ、ハードディス
クからなる記憶部１０２ｂを備える。制御部１０２ａは、後述する染色用基体作成ソフト
を用いてインクジェットプリンタ１０３から染色用基体１を出力させるための制御を行う
。また、記憶部１０２ｂには、プラスチックレンズを染色するための染色用基体を作成す
るための染色用基体作成ソフトのプログラムや、プラスチックレンズの各種基材情報、基
体に塗布するための染色用インクの色データ等が記憶されている。
【０００７】
　図１に示す染色用基体１は、インクジェットプリンタ１０３に使用可能な紙等の媒体に
所定の形状にて染色用インクが塗布（出力）されたものである。なお、染色用基体１の熱
の吸収効率を上げるために、裏面（印刷を行わない面）の全域が黒色となっているものが
使用される。このような片面が黒色の紙は、一般に市販されているものを使用することや
、両面が白色の紙の片面を黒く塗ることにより使用することができる。
　また、インクジェットプリンタ１０３に用いられる染色用インクは、少なくとも赤、青
、黄、の計３色が用いられる。染色用インク中に含有される染料は昇華性を有しつつ、昇
華時の熱に耐えうる染料を使用する必要がある。さらにプラスチックレンズへ染料が蒸着
したあと、発色作業を行い染料をプラスチックレンズへ定着させたときに染色がムラのな
い状態にてプラスチックレンズに行われている必要がある。これらの点を考慮した場合、
染料としてはキノフタロン系昇華性染料またはアントラキノン系昇華性染料が好適に用い
られる。
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【０００８】
　図１に示す２０は真空気相転写機である。真空気層転写機２０の正面には、プラスチッ
クレンズ１０や前述した染色用基体１等を出し入れするための図示無き開閉扉が設けられ
ている。真空気相転写機２０内部の上部には、染色用基体１を熱して染料を昇華させるた
めの熱源としての加熱ランプ２１が設置される。本実施形態で使用される加熱ランプ２１
はハロゲンランプを使用しているが、染色用基体１と非接触にて加熱が可能なものであれ
ばこれに限るものではない。また、真空気相転写機の床部には、染色用治具２００が置か
れ、この染色用治具２００にプラスチックレンズ１０や染色用基体１を取り付ける。また
、２２はロータリーポンプであり、真空気相転写機２０内をほぼ真空にさせるために使用
する。２３はリークバルブであり、このバルブを開くことで、ほぼ真空になった真空気相
転写機２０内に外気を入れ、大気圧に戻すものである。
【０００９】
　図３は染色用治具２００の構成を示した図である。
　１３は染色用基体１を載せるための円筒の形状を有する基体支持台であり、その内側に
レンズ支持台１１が収まるように置かれる。１２はレンズ支持台１１の上に置かれる円筒
形のレンズ台であり、プラスチックレンズ１０が下に落ちないようレンズを支えるレンズ
支持部１２ａを備える形状となっている。レンズ台１２をレンズ支持台１１上に載せた後
、プラスチックレンズ１０の凸面側の周縁をレンズ支持部１２ａに載せることにより、プ
ラスチックレンズ１０を所定の高さ位置で保持させることができる。１４は基体押さえで
あり、基体支持台１３の上部に載せられた染色用基体１を基体押さえ１４と基体支持台１
３とで挟み込むことにより、染色用基体１が動かないようにしっかりと固定保持する。こ
のとき染色用基体１のインク塗布面２は、レンズ１０側（下側）に向けてレンズ１０の染
色予定面（本実施形態では凹面側）に対して非接触にて対向している。また、気相転写染
色方法にてプラスチックレンズ１０を染色するにあたっては、染色用基体１とプラスチッ
クレンズ１０との間が極端に狭いと染料の分散が十分に行われず、レンズ表面の染色がむ
らとなって蒸着する傾向がある。従って、プラスチックレンズ１０の染色面側の幾何中心
から染色用基体１までの距離は最低５ｍｍ程度離しておくことが好ましい。また、反対に
プラスチックレンズ１０の染色面と染色用基体１との間が離れすぎると、プラスチックレ
ンズ１０への染色濃度が薄くなってしまい、所望する染色濃度が得られ難くなる。また、
気層中で染料の粒子が均一に分散されず、反対に互いに集結するため、プラスチックレン
ズ１０の染色面にてむらになって蒸着する傾向がある。このような点から、プラスチック
レンズ１０の染色面側の幾何中心から染色用基体１までの距離は５～３０ｍｍが好ましく
、さらに好ましくは５～２０ｍｍである。
【００１０】
　なお、使用されるプラスチックレンズ１０の材質は、ポリカーボネート系樹脂（例えば
、ジエチレングリコールビスアリルカーボネート重合体（ＣＲ－３９））、ポリウレタン
系樹脂、アリル系樹脂（例えば、アリルジグリコールカーボネート及びその共重合体、ジ
アリルフタレート及びその共重合体）、フマル酸系樹脂（例えば、ベンジルフマレート共
重合体）、スチレン系樹脂、ポリメチルアクリレート系樹脂、繊維系樹脂（例えば、セル
ロースプロピオネート）、さらにはチオウレタン系やチオエポキシ系等の高屈折率の材料
や、その他従来より染色性に劣るとされた高屈折率材料等を用いることができる。
　また、図１に示す３０はオーブンであり、真空気相転写機２０にて昇華性染料がついた
プラスチックレンズ１０を所定温度で加熱し、染料を定着、発色させるために用いられる
。
【００１１】
　以上のような構成を備える染色システムを用いて、気相転写染色方法によりプラスチッ
クレンズを染色する方法を以下に説明する。初めに染色用基体１の作成について説明する
。
　図４はＰＣ１０２を用いて染色用基体作成ソフトを起動させ、モニタ１０１に染色用基
体作成画面３００を表示した例を示した図である。図中、３０１はインクジェットプリン
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タ１０３から染色用基体１を出力させる際における染色用インクの塗布条件を種々設定す
るための条件設定ボタンである。図示する条件設定ボタン３０１のうち、３０１ａはレン
ズの素材を設定する素材設定ボタンであり、例えば、ＭＲ８，ＣＲ３９等のレンズ素材情
報を入力することができる。３０１ｂはレンズの染色濃度を設定するための濃度設定ボタ
ンであり、染色濃度と染色パターン（全面染色、グラデーション染色）を設定することが
できる。また、３０１ｃは色を選択するための色設定ボタンであり、予め店頭等に用意さ
れているカラーサンプル等の色指定番号等を入力することができる。また、３０２ａ～３
０２ｃは、条件設定ボタン３０１（３０１ａ～３０１ｃ）にて設定された条件を表示する
欄であり、各条件設定ボタンに対応して各々設けられている。各条件設定は、モニタ１０
１の画面上に表示されているカーソル３０４をマウスを用いて移動させ、各条件設定ボタ
ン３０１（３０１ａ，３０１ｂ，３０１ｃ）をクリックする。なお、ＰＣ１０２の記憶部
１０２ｂには、予め各条件設定ボタン３０１にて設定可能な条件データが種々記憶（登録
）されている。各条件設定ボタン３０１がクリックされると、制御部１０２ａは、クリッ
クされた条件設定ボタンに対応する条件データの登録リストを記憶部１０２ｂから呼び出
し、これを図示する別ウインドウ３０５として表示する。なお、図４では素材設定ボタン
３０１ａクリックした際に呼び出される別ウインドウを示している。別ウインドウ３０５
には設定可能な条件データが一覧で表示されており、ここから所望する条件データをカー
ソル３０４により選択する。制御部１０２ａは選択された条件データを欄３０２ａに表示
する。同様に濃度設定ボタン３０１ｂ，色設定ボタン３０１ｃをクリックして、条件を設
定する。
【００１２】
　３０３は染色用基体１をインクジェットプリンタから出力する際に、１つの印刷パター
ンのみとするか、中心部と周辺部で染色インクの塗布濃度が異なるように２つの印刷パタ
ーンを形成するかを選択するための印刷パターン選択部である。
　本実施形態では、プラスチックレンズ１０と染色用基体１とを所定距離だけ離して対向
させておき、プラスチックレンズ１０側に昇華性染料をつけるものとしている。染色に用
いるプラスチックレンズが、高度数でコバが厚いマイナスレンズの場合（曲率が大きい場
合）、対向する染色用基体１からレンズ中心部分までの距離と、基体からレンズ周辺部分
までの距離との差が大きくなり、染色後のレンズの中心部と周辺部とで意図しない濃度差
が生じてしまう場合がある。このため、レンズが低度数（レンズの曲率が小さい）場合に
は、印刷パターン選択部の「通常」を選択し、レンズが高度数（曲率が大きいレンズ、例
えば８カーブの屈折曲面を持つレンズ）の場合には、「２重円」を選択し、印刷ボタン３
０６をクリックし、印刷（染色用基体の作成）を行う。なお、サングラス等、度数がなく
ても８カーブ等の曲率が大きく均一な染色が望めないようなレンズの場合には「２重円」
を選択する。
【００１３】
　印刷ボタン３０６がクリックされると、制御部１０２ａは素材設定ボタン３０１ａにて
設定されたレンズ条件、濃度設定ボタン３０１ｂ、色設定ボタン３０１ｃによって設定さ
れた染色条件に基づき、インクジェットプリンタ１０３のインクカートリッジから染色用
インクを吐出し、紙に所定の印刷パターンにて塗布することによって染色用基体１を作成
する。その際、印刷パターン選択部３０３にて「通常」が選択がされていれば、制御部１
０２ａはプラスチックレンズ１０の直径よりも若干大きい直径の円形状からなる１つの印
刷パターンを形成するようにインクジェットプリンタ１０３を制御する。また、「２重円
」が選択されていれば、同じ色で濃度が異なる２つの円形状を同心円（２重円）として紙
に形成させる。
【００１４】
　図５（ａ）は染色用基体１に２重円が形成された状態を示した図である。ここで内側の
印刷パターン２ａは、プラスチックレンズ１０の直径よりも小さな直径Ｄ１の円形状にて
形成される印刷パターン（中心部の印刷パターン）であり、外側の印刷パターン２ｂは、
印刷パターン２ａの外周から外側に向ってプラスチックレンズの直径を超える直径Ｄ２の
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円形状、言い換えれば（Ｄ２-Ｄ１）／２の幅を持つ円環状にて形成される印刷パターン
（周辺部の印刷パターン）である。また、印刷パターン２ｂは、印刷パターン２ａと同色
であるとともに、印刷パターン２ａの色濃度よりも薄い濃度にて形成される。
【００１５】
　なお、印刷パターン２ａ，２ｂの径の比や、印刷パターン同士の色濃度の差は、均一な
染色に影響を及ぼす程度の曲面形状を持つプラスチックレンズを予め種々染色して、染色
後のプラスチックレンズの中心部と周辺部の濃度差が極力押えられる（濃度差５％以内、
好ましくは３％以内、さらに好ましくは１％以内）ような条件を定量的に求め、これを印
刷パターン２ａ，２ｂの形成条件として記憶部１０２ｂに記憶させておけばよい。例えば
、印刷パターン２ａの直径Ｄ１は、印刷パターン２ｂの直径Ｄ２に対して５０％～７０％
程度の大きさ、印刷パターン２ａの色濃度に対して印刷パターン２ｂの色濃度を４０％～
８０％程度とする。
【００１６】
　また、本実施形態では高度数のプラスチックレンズを染色するために濃度の異なる２重
円からなる印刷パターンを形成するものとしているが、これに限るものではなく、図５（
ｂ）に示すように、印刷パターン２ｂの領域は、外周に向うにしたがって印刷パターン２
ａの色濃度との差が大きくなっていくように形成されていても良い。さらに２つの印刷パ
ターン２ａ，２ｂを形成するのではなく、１つの印刷パターン上にて中心から外周に向っ
て同心円状に濃度勾配（色濃度の変化）を設けるようにすることもできる。このような濃
度勾配は、染色後のレンズの染色領域が全域に渡って均一に染色できるような印刷パター
ンが形成されていれば良く、レンズ中心から外周に向って変化するレンズ染色面と染色用
基体との距離（間隔）を考慮して、所定の計算式に基づいて印刷パターンに形成する濃度
勾配を決定することもできるし、定量的に求めることも可能である。
　なお、図５（ｂ）では印刷パターン２ｂは、外周に向うにしたがって３段階で色濃度が
薄くなっていくように形成されている。なお、周辺部を形成する印刷パターン２ｂは円形
（円環状）に限るものではなく、矩形状等、レンズの直径を超える大きさにて形成されて
いれば良い。なお、１枚の染色用基体１上に左右レンズ用のインク塗布面２を１対として
形成してもよい。
【００１７】
　このようにして得られた染色用基体１とプラスチックレンズ１０とを前述した真空気相
転写機２０内に設置してプラスチックレンズ１０に昇華性染料をつける。染色用治具２０
０を用いてプラスチックレンズ１０、染色用基体１を非接触に対抗させた状態でセットし
た後、真空気相転写機２０を密閉してロータリーポンプ２２を用いて真空状態にする。こ
のときの真空状態とは０．１ｋＰａ～５ｋＰａ付近まで減圧した状態をいう。０．１ｋＰ
ａを下回っても差し支えないが、高性能排気装置を必要とする。また、装置内の気圧が高
ければ高い程、染料を昇華させるのに必要な温度が高くなるため、圧力の上限は５ｋＰａ
、さらに好ましくは０．１ｋＰａ～３ｋＰａである。
【００１８】
　真空気相転写機２０が所定の真空度に達したら、ハロゲンランプ２１を点灯させ、染色
用基体１を上方から加熱する。染色用基体１上での加熱温度は染料の変質やレンズの変形
が生じない中で、できるだけ高い温度になるようにすることが好ましい。ハロゲンランプ
２１の点灯により染色用基体１が加熱されるため、図３に示す着色層２より染料が昇華、
蒸散し、プラスチックレンズ１０の凹面側に蒸着する。ハロゲンランプ２１の点灯による
染色用基体１への加熱時間は、着色層２上の染料が殆ど昇華、蒸散するまで行えばよい。
【００１９】
　コバが厚く大きなレンズカーブを持つプラスチックレンズ１０と、対向して非接触に置
かれる染色用基体１とにおいて、その中心部間の距離と周辺部間の距離との差が大きくな
ってしまうが、上述したように同色で濃度の異なる２種類の印刷パターン２ａ，２ｂが染
色用基体１に形成されていることによって、結果的に昇華した染料がプラスチックレンズ
１０側の凹面に略均一に蒸着することとなる。



(7) JP 4988404 B2 2012.8.1

10

20

30

40

50

　加熱が終了したら、ハロゲンランプ２１の点灯を止めるとともにリークバルブ２３を開
いて常圧に戻し、真空気相転写機２０の扉を開けプラスチックレンズ１を取り出す。プラ
スチックレンズ１には昇華した染料が蒸着しているが、このままでは取れやすいので、図
１に示すオーブン３０に入れ、常圧下にて加熱し定着（発色）させる。
【００２０】
　この工程はプラスチックレンズ１０の耐熱温度以下で、できるだけ高温に設定された温
度にオーブン内を加熱し、所望の色相及び濃度を得るために予め定めておいた時間が経過
した後にオーブン内からプラスチックレンズ３を取り出すといった手順で実行される。オ
ーブン３０の加熱温度は、染料の変質やレンズの変形が生じない範囲でできるだけ高い温
度が好ましい。例えば、加熱温度は７０～１５０℃、加熱時間は３０分～３時間程である
。このような工程を経て、プラスチックレンズ１０の凹面側に略均一に染色が施されるこ
ととなる。
【００２１】
　なお、本実施形態ではプラスチックレンズの凹面側に染料を蒸着させ染色を行うものと
しているが、これに限るものではなく、レンズの凸面側に染色を行うこともできる。この
場合において、染色面を略均一のプラスチックレンズの染色用基体に濃度の異なる印刷パ
ターンを同心円状に複数形成する際には、染色面全域を略均一な濃度とすることを目的と
して中心部の濃度に対して周辺部が濃くなるような印刷パターンを形成すればよい。
【００２２】
　さらに本実施形態では、染色用基体の作成するための各種条件設定時に、レンズ度数や
曲率の大きさ等を考慮して操作者の判断にて、色濃度の異なる２種類の印刷パターンを組
み合せる設定を行うものとしているが、これに限るものではない。入力（設定）されたレ
ンズ情報、及び染色情報を基づいて制御部が印刷パターンの形成条件を判断することも可
能である。この場合には、染色用基体作成画面上にレンズの曲率情報、度数情報、レンズ
の型番情報等のレンズ情報のうちの少なくとも一つの情報を記憶部に登録情報として記憶
させておくとともに、これらのレンズ情報のうちの少なくとも一つの情報を入力、設定す
ることが可能な設定ボタンを設けておき、この設定ボタンにより設定されたレンズ情報に
基づいて制御部が印刷パターンの形成条件を決定し、染色用基体の作成時に反映させるこ
ともできる。
【００２３】
　さらにまた、染色用基体作成ソフトを用いてレンズを均一に染色するための印刷パター
ンの形成データをより使用者の要望に応じて細かく設定することもできる。図６は詳細な
印刷パターンを設定するための染色用基体作成画面の一例を示したものである。なお、こ
のような染色用基体作成画面は、前述したようにＰＣ内に記憶されている染色用基体作成
ソフトのプログラムを実行することにより、モニタに表示される。図示する染色用基体作
成画面４００において、４０１は印刷パターンを詳細に設定する際の登録ファイル名を入
力するファイル名入力欄である。４０２は図５（ａ）に示した２つの印刷パターン２ａ，
２ｂの大きさ（パターン径）を設定するためのパターン設定欄である。パターン設定欄４
０２のうち、Inner欄４０２ａは、図５（ａ）に示す内側の印刷パターン２ａの大きさを
設定する欄であり、ここでは印刷パターン２ａの直径（図５に示すＤ１）を入力するもの
としている。また、パターン設定欄４０２のOuter欄４０２ｂは、図５（ａ）に示す外側
の印刷パターン２ｂの大きさを設定する欄であり、ここでは印刷パターン２の最外周を構
成する円の直径から印刷パターン２ａの直径を差し引いた長さ（図５に示すＤ２－Ｄ１）
が設定され、これにより印刷パターン２ｂの大きさ（円環状の印刷パターン２ｂの太さ）
が決まる。
【００２４】
　４０３は赤色、黄色、青色の各色についてインクカートリッジからの吐出量（色濃度）
を各々設定するための標準処方設定欄である。標準処方設定欄４０３には各色に対して、
単位面積当たりに印刷する０～１０２４（ドット）までの数値を入力することができ、入
力された数値に基づいて赤、黄、青の合成色が決定される。なお、この標準処方設定欄４
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０３で設定される色は、デフォルトでの色として印刷パターン２ａ（Inner）に形成され
る色（色濃度）となる。
【００２５】
　４０４は図５（ａ）に示した印刷パターン２ａ及び２ｂの色を変更するための色詳細設
定欄である。色詳細設定欄４０４は、各色（赤、黄、青）において、Inner側、Outer側に
対して「処方値」または、標準処方設定欄４０３で設定された各色の処方値を１００％と
したときの「割合」を各々変更、設定することができるようになっている。なお「処方値
」及び「割合」は互いに関連付けられており、どちらか一方が変更された場合、それに応
じて他方も自動的に変更される。より具体的には図６に示すように、Inner側の処方は標
準処方設定欄４０３で設定された内容（500ドット）と同じとし、Outer側の処方値を若干
色濃度が薄くなるように400ドットに変更すると、制御部の演算によってOuter側の割合を
示す欄も自動的に８０．００％と設定・表示されることとなる。反対に「割合」の方を変
更しても、それに対応して「処方値」が変更される。
【００２６】
　各項目欄への入力は、入力はカーソル４２０を動かして各項目欄（４０１～４０４）を
指定して入力可能状態とした上で図示無きキーボードにより文字、数値を入力する。染色
用基体作成画面４００にて、染色を行うレンズが染色領域に渡って略均一に染色されるよ
うに、２種類の印刷パターンの大きさの設定や赤、黄、青の合成色の設定、及び設定した
各印刷パターン毎の色濃度の設定を行い、染色用基体を作成するための染色情報を入力し
た後、印刷ボタン４０５を指定（クリック）すると、図示無き制御部は、設定した各種条
件に基づいてインクジェットプリンタから所定の印刷パターンを紙に出力する。
　また、登録ボタン４０６をカーソル４２０を用いて指定すると、設定された各種条件が
図示無き記憶部に保存されるとともに、ファイル名入力欄４０１にて入力したファイル名
が登録欄４１０に表示される。後日この設定で染色用基体を作成したいときは、この登録
欄から所望するファイル名を指定すればよい。４０７は現在の設定を取り消す取消ボタン
である。
　なお、図６の染色用基体作成画面４００では、２つの印刷パターンの大きさや色濃度を
各々設定できるものとしているが、これに限るものではなく、必要に応じて印刷パターン
の数や設定する各種の条件を増やすこともできる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】染色システムの構成を示した模式図である。
【図２】染色用基体作成装置の制御系を示したブロック図である。
【図３】染色用治具の概略構成を示した図である。
【図４】染色用基体作成画面を示した図である。
【図５】インクジェットプリンタにより作成された染色用基体の例を示した図である。
【図６】染色用基体作成画面を示した図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１　染色用基体
　２ａ，２ｂ　印刷パターン
　１０　プラスチックレンズ
　２０　真空気相転写機
　３０　オーブン
　１００　染色用基体作成装置
　１０１　モニタ
　１０２　ＰＣ
　１０２ａ　制御部
　１０２ｂ　記憶部
　１０３　インクジェットプリンタ
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　２００　染色用治具
　３００　染色用基体作成画面
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